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１．概要（Summary） 
構造ヘルスモニタリングや環境測定の分野において、

ワイヤレスセンサネットワーク（WSN）への期待が高まって

いる。WSN の社会基盤への構築は、我々が必要な情報

を、時間や位置の分布として測定することを可能とする。

さらに多様なセンサを適用することで高次元な情報収集

システムの構築に貢献する。この WSN を構成するセンサ

ノードには自立型電源が必須であり、その手段として、振

動・光・音などの微弱な環境エネルギーを電気エネルギ

ーに変換し蓄電する、エナジーハーベスティングの技術

が近年、注目を集めている。特に振動はあらゆる場所に

存在し、利用環境の制限が少ないという特徴を有すること

から、本研究では振動を利用したエナジーハーベスティ

ングに着目する。 
 従来より振動子を共振状態で利用するエナジーハーベ

スタの研究は盛んに行われており、振動の周波数が一定

の環境においては、ハーベスタの共振周波数をあらかじ

め合わせ込むことで高い発電量が見込まれる。しかしな

がら、ハーベスタの実際の使用環境は様々であり、環境

ごとにハーベスタを再設計するのは、商用化の観点から

容易ではない。さらに、同一環境中においても、様々な要

因により振動の周波数は変動することが予想され、安定し

た発電出力を得ることは難しい。 
 そこで、エナジーハーベスタの共振周波数を環境振動

の周波数に追従させることで出力の安定した発電を実現

する手法が注目を集めている。本研究では、低電圧で大

変位を得ることが可能な櫛歯型静電アクチュエータに注

目し、効果的に周波数調整を行う新規構造を提案する。 
カンチレバーの下層にアクチュエータが集積化されて

いることが本構造の特徴である。電圧を印加しアクチュエ

ータを可動させるとコンタクトブレードがハーベスタに接触

し、共振周波数が調整される。また、エナジーハーベスタ

は高出力・安定出力と同時に、小型であることが求められ、

らせん状のカンチレバーを採用することにより、小型化を

実現している。 
 
２．実験（Experimental） 

Fig. 1 に提案するデバイスの作製工程図を示す。 
また、Fig. 2 に試作したデバイスの SEM 写真を示す。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

現在、提案するデバイスの試作まで行った。今後、共

振周波数の調整について、評価を行う。 

 
Fig. 1 Process flow. 

 

Fig. 2 SEM picture. 
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